
　　　　　　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 評価
評価の理由

（分析）

家庭教育学級開
設数

単
年
度

目
標 340か所 350か所 360か所 360か所 370か所

【現状値】

345か所
（H25年度）

【目標】

370か所
（令和元年度）

各研修会への参
加人数

単
年
度

目
標 850 850 850 850 850

【現状値】

819人
(H26年度)

【目標】

850人

両施設講座等実
施回数

単
年
度

目
標

前年度比
（443回）
同水準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

【現状値】

443回
（H26年度）

【目標】

維持

セーフキッズ利
用者数

単
年
度

目
標

前年度
（14,815人）

比増加

前年度比
増加

前年度比
増加

前年度比
増加

前年度比
増加

【現状値】

11,582人
（Ｈ25年度）

【目標】

増加

担当課

※太字が評
価を記載した

課

189
子家・

総務企画課

教育・
指導第二課

172

市文・
生涯学習課
教育・指導第

二課

子家・
総務企画課

・子育てふれあい交流プラザを利用す
る多くの方々にご利用していただける
ように、積極的にPRを行い、さらなる啓
発を図る。

子どもの館・
子育てふれあ
い交流プラザ
運営事業

子どもの館・
子育てふれあ
い交流プラザ
運営事業

22,307人 9,297人 

69.7%

69.7%

13,336人 

120.5%

120.5%76.0%

11,064人 

76.0%

概ね達
成

令和元年度は減少したが、積極的な
PR等により、利用者数は増加傾向に
あると考え「概ね達成」とした。

令和元年度は目標に達しなかったも
のの、ほとんどの年度で目標を達成し
ており、それぞれの施設の特徴を生か
した親育ち支援のための講座等を実
施しているため「概ね達成」とした。

単
年
度

実
績 468回 474回

1 71
家庭内事故防
止のためのＰ
Ｒ

　０歳児を除く子どもの死亡原因のトッ
プである不慮の事故をなくすため、子
育てふれあい交流プラザ内に、日常の
生活空間を再現した「セーフキッズ」を
設置し、家庭内の危険箇所や予防方法
を紹介する。

①引き続き、日常
の生活空間を再
現したコーナー
で、事故予防の啓
発を行うことで、よ
り効果的に子ども
の不慮の事故を
防ぐことにつなげ
る。

①子育てふれあい
交流プラザをご利
用される多くの方
に、ご利用いただく
ことができた。

計
画
目
標

達
成
率

150.6% 65.3%

単
年
度

実
績 14,560人 

達
成
率

150.6% 65.3%

1 70
親育ち支援連
続講座等の実
施

　子育てふれあい交流プラザや子ども
の館などの子育て支援施設において、
その施設の特徴を生かし、幅広い年代
にわたる親育ち支援のための講座を体
系的に実施する。

達
成
率

83.3% 103.9% 117.4%

708

達
成
率

計
画
目
標

達
成
率

指定管理者と協調し、幅広い年代にわ
たる親育ち支援のための講座を体系
的かつ効果的に実施できるよう、引き
続き内容の充実を図る。95.0% 111.2% 101.3%

95.0% 111.2% 101.3%

421回 425 回

88.5%

88.5%

480回

101.3%

101.3%

概ね達
成

達
成
率

101% 95%

924人 

91.4%

計
画
目
標

達
成
率

93.0% 90.0% 88.9%

単
年
度

実
績 883 998人

83.3%

1149人

135.2%

135.2%103.9% 117.4%

333か所 329か所

「元気発進！子どもプラン（第２次計画）」個別事業の評価一覧

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（４）家庭の教育力の向上

【Ｐｌａｎ】計画 予算・３次

次年度以降の課題や改善内容
３次プラン
取り組み

No.

【Ｄｏ】実施

事業概要
令和元年度の

事業計画
令和元年度の主な実績

予算
事務事業名

５ヵ年

【Ｃｈｅcｋ】評価

施策
番号

事業
番号

事業名

①各研修会への参
加人数　９２４人

①子育てに不安を
感じている親世代
に、充実した講座
等を通じて、安心
して子育てができ
るように知識や心
構え等のアドバイ
スを行う。

①両施設において、
幅広い年代にわた
る親育ち支援のた
めの講座を実施。

1 69
ＰＴＡ活動との
連携

　ＰＴＡ活動の趣旨、目的について理解
を深めるとともに、ＰＴＡ活動に必要な
知識、技能を習得することにより、健全
なＰＴＡ活動の推進を図ることを目的と
し、各種研修会の実施や意見交換など
に加え、子どもの基本的生活習慣の定
着に向けた事業などを、ＰＴＡ協議会と
連携して取り組む。

①PTA協議会と協
力して、保護者向
けの研修会を開
催する。

319か所

86.2%

86.2%

1 68
家庭・地域へ
の啓発事業

家庭教育について、関心のある保護者
とそうでない保護者の二極化傾向が見
られる中、従来の取組みに加え、小学
校入学前の早い段階からの啓発の実
施など、よりきめ細かく家庭の教育向
上に取り組む。
○早寝・早起き・朝ごはんなどの基本
的生活習慣の重要性を啓発するリーフ
レット「きほんのき」(3～5歳児対象)の
作成配布
○全市立幼稚園・小・中・特別支援学
校における家庭教育学級の実施
○保育所・私立幼稚園における家庭教
育学級の拡充(全園での実施)
など

①基本的生活習
慣の啓発リーフ
レット配布

②全市立幼稚園・
小・中・特別支援
学校における家庭
教育学級開催

③保育所・私立幼
稚園における家庭
教育学級の開催

④家庭教育講演
会(全市版家庭教
育学級)の開催

①保育所・幼稚園
に在籍する3才児の
保護者及び小学校
入学前説明会にて5
歳児の保護者へ配
布

②202校実施

③保育所
（民営60園、直営17
園）
　私立幼稚園　40園

④開催数　1回
（参加者数318人）

344か所 321か所

89.2%

86.8%

単
年
度

実
績

計
画
目
標

達
成
率

家庭・地域・
学校パート

ナーシップ事
業

（市文・生涯
学習課）

家庭・地域・
学校パート

ナーシップ事
業

（教育・指導
第二課）

【課題】
　保護者のＰＴＡ活動への参加促進及
び家庭の教育力の向上に向けた効果
的な取り組みの検討
　ＰＴＡへの加入・個人情報収集のルー
ル徹底と、実施状況の把握

【改善】
　保護者がＰＴＡ活動に参加しやすい
環境づくりを進める。また、ＰＴＡ協議会
と協力することで、より多くの保護者に
対する啓発（講演会等）を行う。
　ＰＴＡ協議会を通じ、加入・個人情報
収集のルールの徹底を図るよう依頼す
る。108.7%

家庭・地域・
学校パート
ナーシップ事
業(教育委員
会分)の一部

概ね順
調

開催個所数は減少したものの、直営
保育所及び市立幼稚園、小学校、中
学校、特別支援学校では、ほぼ全部
で家庭教育学級を開催できているた
め「概ね順調」と評価した。

達成

・ＰＴＡ指導者研修会や広報委員研修
会などの実施にあたり、北九州市ＰＴＡ
協議会と連携しながら実績を重ね、参
加人数は2年度目以降、単年度目標を
継続して超えていることから、評価を
「達成」とした。

【課題】
・核家族化や共働き世帯の増加、地域
のつながり等、子どもや家庭を取り巻く
環境が変化している中で、今後の家庭
教育のあり方について、引き続き検討
していく必要がある。

【改善】
・近年の子どもや家族を取り巻く環境
が大きく変化したことを踏まえ、市民セ
ンターの家庭教育学級への関わり方
等、運営方法などの見直を行った。関
係者へのアンケート調査を実施した結
果、見直した内容について高い評価を
得られた。引き続き、関係者へのアン
ケートを実施するなど、見直し効果を
検証する。

108.7%

達成
概ね達成
やや遅れ
遅れ

【施策４】
1／2



　　　　　　　　　【Ａｃｔｉｏｎ】改善

活動指標

区
分

27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 評価
評価の理由

（分析）

担当課

※太字が評
価を記載した

課

事　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　価  　 予　　　　　算

■　施策（４）家庭の教育力の向上

【Ｐｌａｎ】計画 予算・３次

次年度以降の課題や改善内容
３次プラン
取り組み

No.

【Ｄｏ】実施

事業概要
令和元年度の

事業計画
令和元年度の主な実績

予算
事務事業名

５ヵ年

【Ｃｈｅcｋ】評価

施策
番号

事業
番号

事業名 達成
概ね達成
やや遅れ

北九州市子ども
読書プランに掲載
されている施策・
項目（H28年度からは
新・北九州市子ども読
書プラン）

単
年
度

目
標 27項目 36項目 36項目 36項目 36項目

【現状値】

27項目

【目標】

27項目
（平成28年度か

らは36項目)

絵本パック配布
率

単
年
度

目
標 70.0% 75.0% 85.0% 95.0% 95.0%

【現状値】

67.1%
（平成26年度）

【目標】

100%
（平成32年度）

出前講演開催回
数

単
年
度

目
標 10回 10回 10回 10回 10回

【現状値】

15回
(H26年度)

【目標】

10回

来場者数
単
年
度

目
標 79,264人 

前年度比
同水準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

前年度比
同水準

【現状値】

79,264人
（H25年度）

【目標】

増加

ペアレントトレー
ニング事業参加
家族数

単
年
度

目
標 － － － － －

【現状値】

28家族
（H26年度）

【目標】

目標設定なし

7回7回6回

74,700人 

36家族

子家・
子ども総合セ

ンター

175
教育・

指導第二課

101% 106%

174
教育・子ども

図書館

173

教育・
子ども図書

館
指導第一課

庶務課
学事課

出前講演開催回数が単年度目標を達
成できていないが、啓発については、
チラシやのぼり旗を各小中学校や市
民センターへ配布し、各種講演会等で
の唱和など継続してＰＲに取組んでお
り、認知度は高いことから「概ね達成」
とした。

概ね達
成

・来場者数が減少傾向にあるものの、
毎年、 数多くの親子連れが来場し、親
子で一緒に楽しむことができる体験の
機会を提供することができ、親子のふ
れあいの推進につながっているため
「概ね達成」とした。

家族のため
のペアレントト
レーニング事
業

―

達成

・本事業実施により、虐待を行った保
護者や養育不安のある保護者に対し
て児童に対する養育技術や家庭環境
の整備に関する訓練を行い、特別な
支援を要する子どもや家庭への支援
を図ることができており、実績値が現
状値を上回る実施状況で推移してい
るため。

【課題】
・中断するケースの継続実施
・保護者同士の交流の促進

【改善】
・適応ケースを見極め、継続実施にむ
けた動機付けを高める。
・保護者同士の交流をより促進するよ
うなプログラムを検討する。

達成

・平成28年10月より、母子健康手帳の
交付時に「絵本ﾊﾟｯｸ」を配布するように
したことにより配布率が向上し、単年
度目標の達成率が100％を超えている
ことから、「達成」とした。

・妊娠時の早い時期から子どもの読書
に関心を持ってもらい、おなかの赤
ちゃんに絵本を読んであげることによ
り、親子でゆったりとしたひと時を過ご
してもらえるよう、母子健康手帳の交
付時に「絵本ﾊﾟｯｸ」を無料で配布する
「はじめての絵本事業を継続する。

・学校の読書活動
推進事業

・学校の読書活動
推進事業の拡充

・標準運営費（教授
関係）の一部

・子どもの読書活動
推進事業

・子ども司書養成講
座等学校読書活動
支援事業

・読書通帳事業

・「本の通帳」（読書
記録）システム整備
事業

・学校図書館等支
援事業

・子ども図書館整備
事業（図書資料購
入等）

・図書購入費（子ど
も図書館）

・子どもの読書活動の推進を図るた
め、最終年度となる「新・北九州市子ど
も読書プラン」の見直しを行い、取組み
の一層の充実を図る。

・学校図書館職員の配置を市内全中
学校校区に広げ、学校図書館を「読
書」「学習」「情報」という３つの機能を
持つセンターとして位置づけ、環境整
備を進める。

・子ども図書館を拠点として、市立図書
館、学校、子育て関連施設等との連携
を強化していく。

・はじめての
絵本事業

概ね達
成

達成

北九州市子ど
もを育てる１０
か条の普及促
進活動

―

95% 100%

―

55,355人

79%

70%

29家族

－

38家族 31家族

－ － －

①②
各区で趣向を凝らし
たイベントを実施し
た。
来場者総数：55,355
人

達
成
率

94%

単
年
度

実
績

達
成
率

30家族

－

計
画
目
標

達
成
率

88%

3 76

家族のための
ペアレントト
レーニング事
業

虐待の再発防止および発生予防を図
るため、「虐待を行った保護者」および
「養育不安のある保護者」に対して、
「家族再統合コース」「養育不安コース」
の二種類のプログラムを実施し、児童
に対する養育技術に関する訓練を行
う。
また、保護者がより受講しやすいプロ
グラムの導入についても検証し、より効
果的な事業となるよう取り組む。

2 75
「子どもまつ
り」の充実

　家庭におけるコミュニケーションの促
進を図るため、「子どもまつり」の中で
親子のふれあい等を高めることができ
る催しを実施する。

①各区における
「子どもまつり」の
実施

②親子のふれあ
いの推進

①「家族再統合
コース」プログラム
を実施する。

②「養育不安コー
ス」プログラムを
実施する。

①参加家族数　13
家族

②参加家族数　17
家族

― ―

7回

70%

70%

計
画
目
標

達
成
率

2 74

94%

子家・
青少年課

単
年
度

実
績 75,406人 79,710人

単
年
度

実
績

達
成
率

計
画
目
標

達
成
率

70% 70%

家庭・地域・
学校パート
ナーシップ事
業(教育委員
会分)の一部
（家庭教育普
及啓発活動
のみ）

【課題】
　学校や市民センター等での啓発によ
り認知度が高まる一方、認知範囲に偏
りがあるという課題がある。

【改善】
　引き続き、幼稚園、小学校及び市民
センター等に対し、チラシ・ポスターの
配布、各種会議・講演会・行事などで
の唱和等を実施する。

60%

子どもまつり

60%

69,717人

87%

・さらに多くの親子等に参加してもらえ
るよう効果的な広報を行う。

・チラシや市政だより、ホームページ、
フリーペーパーなどで、広く市民に参加
の呼びかけを行う。

子どもの基本的生活習慣の定着や、家
庭や地域の教育力の向上を図るため、
「早寝・早起き・朝ごはん運動」や「北九
州市子どもを育てる10か条」を、市民に
広く実践してもらうための普及促進を図
る。

①配布
②配布

①子どもを育てる
１０か条を広く市
民に広めるための
出前講演開催。

①出前講演を実施
7回

1 73
はじめての絵
本事業（ブック
スタート事業）

①はじめての絵本事業
　妊娠時の早い時期から子どもの読書
に関心を持ってもらい、おなかの赤ちゃ
んに絵本を読んであげることにより、親
子でゆったりとしたひと時を過ごしても
らえるよう、平成28年10月より、母子健
康手帳の交付時に「絵本ﾊﾟｯｸ」を無料
で配布する。

②ブックスタート事業
　はじめての絵本事業に移行したが、
移行以前に母子健康手帳の交付を受
けた方に対して案内はがきと引換に
「絵本ﾊﾟｯｸ」を無料で配布する。

また、本にふれあうきっかけづくりとし
て、市立図書館、保育所、親子ふれあ
いﾙｰム等で読み聞かせを実施しその
体験を家庭でも生かしていただけるよ
うに努める。

①母子健康手帳
の交付時に「絵本
ﾊﾟｯｸ」を無料で配
布。

②赤ちゃんのいる
家庭への「絵本
パック」の無料配
布

70% 70%

1回

10%

10%

単
年
度

実
績 78.0% 96,9%

達
成
率

91.4% 104.0% 114.0%

78.0%
計
画
目
標

達
成
率

64.0%

99.1%

104.3%

99.1%

達
成
率

100% 100%

計
画
目
標

達
成
率

100% 100% 100%

64.0%

99.2%

100%

100%

99.2%

104.4%

100%

100%

・指標である「子ども読書プラン」の36
項目を実施し、子どもの読書を推進す
る取組みを進めることができた。

・学校図書館職員の配置拡充を図り、
学校における読書活動の推進を図る
ことができた。

・１０分間読書などの一斉読書の時間
の実施や郷土コーナーの設置など、
学校における読書活動を推進する取
り組みを進めることができた。

・新プランに基づき、全ての項目に取り
組み、プランに掲げた目標に向けて進
捗中であることから、「達成」とした。

96,9%

単
年
度

実
績 36項目 36項目 ３６項目36項目学校における10分間読書の継続・充実

や家庭への働きかけ等、言葉の力の
向上につながる読書習慣の定着を図
る。また、学校図書館職員の配置や
ブックヘルパー等の活用により、すべて
の小中学校で学校図書館の常時開館
を実現する。

1 72
子どもの読書
活動の推進

①「新・北九州市
子ども読書プラ
ン」に掲載されて
いる36項目の実
施

※36項目の例
・「ノーテレビ・ノー
ゲーム・読書の
日」の推進
・家読（うちどく）の
推進
・10分間読書の推
進
・利用しやすい学
校図書館の環境
づくり
など

①36項目全て実施

100%

27項目

【施策４】
2／2


